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■ 現状
ある金融会社はSOXの可視化を終え、それを運用する時期を迎えている。
この企業は、SOXを機に全社に業務の可視化と標準化を実施することで
業務のさらななる品質の向上と競争力のある会社作りを目的に iGrafx Toolを中核
にした継続的な業務改善の基盤を構築している。

■ 問題点
この金融会社の為替業務は事務管理部が受け持っており、いろいろな問題
を抱えている。その業務は、為替フロント/為替バック/為替システムの３つの
課から構成され、下記の問題を長年抱えてきた。

・ 為替バック課に仕事が集中、逆にフロント課は暇
・ 為替システム化で新しい仕事をこなす為システム化を検討中
・ 業務の増大によりサイクルタイムを３０％削減し、仕事量を増やしたい
・ ３課の全体的な稼働率を均一化してすべき
・ 適切な要員の配置を再度検討して全体の効率を上げたい

■ 改善
可視化された業務プロセスを元に、改善前にいろいろな角度から検討をし、その
効果を数字で捉え、最終的にＩＴの導入や組織の改革、業務プロセスの再構築を
図ることにした。その道具としてiGrafxを活用した。

(9) ‒ 1  某金融企業での改善例

●お客様の現状と課題
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■ 管理された図表の取り出し

・ 検索機能で為替の図表を特定する

・ 改善すべき業務プロセスを抜きだす

・ 作業中に図表の排他制御をかける

(9) ‒ 2  某金融企業での改善例

●課題のある可視化された業務プロセスを保管庫から取り出す

業務プロセス保管庫
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■ 事務管理部 （３つの課で構成）

・為替フロント課

■ 問題点(As-Is)の洗い出し

① 為替バック課に仕事が集中

② ３部門の稼働率の均一化

③為替フロント課の稼働率が問題

④ IT化への検討

⑤仕事のサイクルタイムの短縮

■ 改善目標の設定(To-Be)

① 稼働率の均一化

②要員に移動と最適配置

③ ＩＴ化の効果算定と新しい仕事の導入

④サイクルタイムの30%削減

・為替システム課・為替バック課

(9) ‒ 3  某金融企業での改善例

●課題と目標の整理を行う
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・ シナリオ-1

・ シナリオ-2

・ シナリオ-3

■ 改善の想定とシナリオの策定

①要員を部門間で共有してみる

② ＩＴ化は要員の再配置で不要？

IT導入後の効果を調べる

③ IT化＋要員の移動で効果を見る

④ To-Beモデルでのサイクルタイム

の改善を数値で確認

・ シナリオ 1.  フロント課の要員をバック課でも
共有してみる

・ シナリオ 2.  システム課のＩＴの導入を行う
・ シナリオ 3.  ＩＴの導入と同時にIT課の要員を

フロント課へ移動してみる

(9) ‒ 4  某金融企業での改善例

●改善の想定を行う
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●改善シナリオと想定モデルの設定

①要員を部門間で共有したモデル

② ＩＴを導入したモデル

③ IT化＋要員を移動したモデル

各シナリオモデルでのサイクルタイム

をシミュレーションしてみる

- シミュレーションの実行 -

―

(9) ‒ 5  某金融企業での改善例

●改善のシナリオをシミュレーションで定量化してみる
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